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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御信号を受け取り、前記制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を供
給するように構成された発振器と、
　前記発振器信号を受け取り、異なる位相の複数の分周された信号を生成するように構成
された分周器と、
　基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択された分周された信号とを受け取り、
前記発振器のための前記制御信号を生成するように構成された位相ロックループ（ＰＬＬ
）と、
　前記発振器信号を受け取り、第２の分周された信号を生成するように構成された第２の
分周器と、ここにおいて、前記ＰＬＬは、前記分周器からの前記選択された分周された信
号または前記第２の分周器からの前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信号を生
成するように構成され、ここにおいて、前記第２の分周器は、連続ＬＯ信号を生成するた
めに設定される、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記分周器によって生成される前記複数の分周された信号は、９０度、位相がずれてい
る４つの分周された信号を備え、前記ＰＬＬは、前記４つの分周された信号の中の前記選
択された分周された信号を受け取るように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記分周器は、９０度、位相がずれている４つの分周された信号を供給する１／２同相
－直角位相分周器を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記分周器は、電源をオンにされる時に、前記異なる位相の分周された信号の複数の可
能な状態のうちの１つであり、前記分周器の前記複数の可能な状態は、前記分周器が電源
をオンにされる時に前記選択された分周された信号の異なる位相に関連付けられる、請求
項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて生成される局所発振器（
ＬＯ）信号を用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をダウンコンバートするように構成さ
たダウンコンバータ
　をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ＰＬＬは、
　前記分周器からの前記選択された分周された信号と前記第２の分周器からの前記第２の
分周された信号とを受け取り、前記選択された分周された信号または前記第２の分周され
た信号を供給するように構成されたマルチプレクサと、
　前記基準信号と前記マルチプレクサからの前記選択された分周された信号または前記第
２の分周された信号とを受け取り、前記制御信号を生成するのに使用される検出器出力信
号を供給するように構成された位相－周波数検出器と
　を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記ＰＬＬは、
　前記分周器からの前記選択された分周された信号と前記第２の分周器からの前記第２の
分周された信号とを受け取り、前記選択された分周された信号または前記第２の分周され
た信号を供給するように構成されたマルチプレクサと、
　前記マルチプレクサから前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信
号を受け取り、第３の分周された信号を供給するように構成された第３の分周器と、
　前記基準信号と前記第３の分周された信号とを受け取り、前記制御信号を生成するのに
使用される検出器出力信号を供給するように構成された位相－周波数検出器と
　を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記分周器は、不連続局所発振器（ＬＯ）信号を生成するために選択される、請求項１
に記載の装置。
【請求項９】
　制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を発振器によって生成すること
と、
　異なる位相の複数の分周された信号を入手するために前記発振器信号を周波数において
分周器によって分周することと、
　基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択された分周された信号とに基づいて前
記制御信号を生成することと、
　前記発振器信号に基づいて第２の分周された信号を第２の分周器によって生成すること
と、
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を生成することと、
　ここにおいて、前記第２の分周器は、連続ＬＯ信号を生成するために設定される、
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記発振器信号を前記分周することは、９０度、位相がずれている４つの分周された信
号を入手するために前記発振器信号を周波数において分周することを備え、前記選択され
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た分周された信号は、前記４つの分周された信号のうちの１つである、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて局所発振器（ＬＯ）信号
を生成することと、
　前記ＬＯ信号を用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をダウンコンバートすることと
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を前記生成することは、
　基準信号と前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号との間の位
相誤差を検出することと、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成することと
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を前記生成することは、
　第３の分周された信号を入手するために前記選択された分周された信号または前記第２
の分周された信号を周波数において分周することと、
　基準信号と前記第３の分周された信号との間の位相誤差を検出することと、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成することと
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つのプロセッサに、請求項９－１３のうちのいずれか一項に記載の前記方
法を実行させるコード
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本願は、参照によって本明細書に組み込まれている、２０１３年３月１４日に出
願した米国特許出願第１３／８２８，８７９号の利益を主張するものである。
【０００２】
　[0002]本開示は、全般的にはエレクトロニクスに関し、より具体的には、周波数変換に
使用される局所発振器（ＬＯ）信号を生成する技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレスデバイス（たとえば、セルラ電話またはスマートフォン）は、ワイヤ
レス通信システムとの両方向通信のためにデータを送信し、受信することができる。ワイ
ヤレスデバイスは、データ送信のための送信器と、データ受信のための受信器とを含むこ
とができる。データ送信に関して、送信器は、変調された無線周波数（ＲＦ）信号を入手
するためにデータを用いて送信ＬＯ信号を変調し、適切な送信電力レベルを有する出力Ｒ
Ｆ信号を入手するために変調されたＲＦ信号を増幅し、アンテナを介して基地局に出力Ｒ
Ｆ信号を送信することができる。データ受信の場合、受信器は、アンテナを介して受信Ｒ
Ｆ信号を取得し、受信ＲＦ信号を受信ＬＯ信号で増幅し、ダウンコンバートし、ダウンコ
ンバート信号を処理して、基地局によって送られたデータを回復することができる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスデバイスは、送信器のための送信ＬＯ信号と受信器のための受信ＬＯ
信号とを生成するＬＯジェネレータを含むことができる。ＬＯ信号は、ターゲット周波数
における周期信号であり、周波数変換に使用され得る。ＬＯジェネレータは、不連続に操
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作され得、電力消費を減らすために必要な時に限ってＬＯ信号を生成するためにパワーオ
ンされ得る。ＬＯジェネレータの不連続動作をサポートすることが望ましい可能性がある
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]周期的に電源をオンにされ、オフにされる（powered on and off）ＬＯジェネレ
ータを用いて連続位相（continuous phase）を有するＬＯ信号を生成する技法が、本明細
書で開示される。ＬＯ信号は、ＬＯジェネレータ内の分周器（a divider）によって生成
され得る。分周器は、周期的に電源をオンとオフとにされ得、複数の可能な状態のうちの
１つでウェイクアップする（wake up）ことができ、各状態は、ＬＯ信号の異なる位相に
関連付けられる。
【０００６】
　[0006]本開示の態様によれば、ＬＯ信号の位相連続性（phase continuity）は、位相ロ
ックループ（ＰＬＬ）の一部として分周器を使用することによって保証され得る。ＰＬＬ
は、ＬＯ信号を基準信号にロックする（lock the LO signal to a reference signal）こ
とができる。ＬＯ信号は、その場合、基準信号が連続位相（continuous phase）を有する
ことに起因して、連続位相を有するはずである。
【０００７】
　[0007]例示的な設計では、装置（たとえば、ワイヤレスデバイスまたは集積回路）は、
発振器と、分周器と、ＰＬＬとを含むことができる。発振器は、制御信号を受け取り、制
御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を供給することができる。分周器は
、発振器信号を受け取り、異なる位相の複数の分周された信号（divided signals）を生
成することができる。ＰＬＬは、基準信号と複数の分周された信号の中の選択された分周
された信号とを受け取ることができ、発振器のための制御信号を生成することができる。
この装置は、複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて生成されるＬＯ信
号を用いて入力ＲＦ信号をダウンコンバートすることができるダウンコンバータをさらに
含むことができる。
【０００８】
　[0008]例示的な設計では、分周器は、９０度、位相がずれている（are 90 degrees out
 of phase）４つの分周された信号を供給することができる１／２同相－直角位相（Ｉ－
Ｑ）分周器（a divide-by-two inphase-quadrature (I-Q) divider）を備えることができ
る。ＰＬＬは、４つの分周された信号の中の選択された分周された信号を受け取ることが
できる。分周器は、（ｉ）ダウンリンク受信のためのタイムインターバルの前に電源をオ
ンにされ、（ｉｉ）アップリンク送信のためのタイムインターバルの少なくとも一部の間
に電源をオフにされ得る。
【０００９】
　[0009]本開示の様々な態様および特徴は、下でさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]異なるワイヤレス通信システムと通信するワイヤレスデバイスを示す図。
【図２】[0011]図１のワイヤレスデバイスを示すブロック図。
【図３】[0012]ＬＯジェネレータを示すブロック図。
【図４】[0013]Ｉ－Ｑ分周器からの異なる位相の分周された信号を示す図。
【図５】[0014]電源オン時の不連続位相を有するＬＯ信号を示す図。
【図６Ａ】[0015]連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータの１つの例示
的な設計を示す図。
【図６Ｂ】連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータの１つの例示的な設
計を示す図。
【図６Ｃ】連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータの１つの例示的な設
計を示す図。
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【図７】[0016]Ｉ－Ｑ分周器の例示的な設計を示す図。
【図８Ａ】[0017]１つの例示的なフレーム構造を示す図。
【図８Ｂ】１つの例示的なフレーム構造を示す図。
【図９】[0018]ＬＯジェネレータの電源をオンにし、オフにするための例示的なタイムラ
インを示す図。
【図１０】[0019]ＬＯ信号を生成するプロセスを示す図。
【詳細な説明】
【００１１】
　[0020]下で示される詳細な説明は、本開示の例示的な設計の説明として意図され、本開
示を実践できる唯一の設計を表すことは意図されていない。「例示的」という用語は、本
明細書では、「例、実例、または例示として働く」を意味するのに使用される。本明細書
で「例示的」として説明されるすべての設計は、必ずしも、他の設計より好ましいまたは
有利と解釈されるべきではない。この「詳細な説明」は、本開示の例示的な設計の完全な
理解を提供するために、特定の詳細を含む。本明細書で説明される例示的な設計が、これ
らの特定の詳細なしで実践され得ることは、当業者には明白である。いくつかの場合には
、周知の構造およびデバイスは、本明細書で提示される例示的な設計の新規性を不明瞭に
することを避けるために、ブロック図の形で示される。
【００１２】
　[0021]不連続ＬＯジェネレータ（a non-continuous LO generator）によって連続位相
を有するＬＯ信号を生成する技法が、本明細書で開示される。これらの技法は、ワイヤレ
ス通信デバイスなどの様々な電子デバイスのために使用され得る。
【００１３】
　[0022]図１は、異なるワイヤレス通信システム１２０および１２２と通信することが可
能なワイヤレスデバイス１１０を示す。ワイヤレスシステム１２０および１２２は、それ
ぞれ、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）システム、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））システム
、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）システム、または何らかの
他のワイヤレスシステムとされ得る。ＣＤＭＡシステムは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ
（登録商標））、ＣＤＭＡ　１Ｘ、時間分割同期符号分割多元接続（Time Division Sync
hronous Code Division Multiple Access）（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、またはＣＤＭＡの何
らかの他のバージョンを実施することができる。ＴＤ－ＳＣＤＭＡは、ユニバーサル地上
無線アクセス（ＵＴＲＡ）時分割複信（ＴＤＤ）１．２８　Ｍｃｐｓオプションまたはロ
ー・チップ・レート（Low Chip Rate）（ＬＣＲ）とも呼ばれる。ＬＴＥは、周波数分割
複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）との両方をサポートする。たとえば、ワイヤレス
システム１２０は、ＬＴＥシステムとされ得、ワイヤレスシステム１２２は、ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡシステムとされ得る。単純さのために、図１は、１つの基地局１３０および１つの
システムコントローラ１４０を含むワイヤレスシステム１２０と、１つの基地局１３２お
よび１つのシステムコントローラ１４２を含むワイヤレスシステム１２２とを示す。一般
に、各ワイヤレスシステムは、任意の個数の基地局と、ネットワークエンティティの任意
のセットとを含むことができる。各基地局は、それのカバレージ内のワイヤレスデバイス
のための通信をサポートすることができる。
【００１４】
　[0023]ワイヤレスデバイス１１０は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、端末、アクセス端
末、加入者ユニット、ステーションなどと呼ばれる場合もある。ワイヤレスデバイス１１
０は、セルラ電話、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブ
ック、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）ステーション、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）デバイスなどとされ得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ワイヤレ
スシステム１２０および／または１２２と通信できるものとされ得る。ワイヤレスデバイ
ス１１０は、放送局（たとえば、放送局１３４）からの信号、１つまたは複数の全地球航
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法衛星システム（ＧＮＳＳ）内の衛星（たとえば、衛星１５０）からの信号などを受信で
きるものともされ得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ＬＴＥ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＷＣ
ＤＭＡ、ＣＤＭＡ　１Ｘ、ＧＳＭ、８０２．１１、その他などのワイヤレス通信のための
１つまたは複数の無線技術をサポートすることができる。
【００１５】
　[0024]図２は、図１のワイヤレスデバイス１１０の例示的な設計のブロック図を示す。
単純さのために、図２は、１つのアンテナ２１０について１つの受信器２２０と１つの送
信器２５０とを含むワイヤレスデバイス１１０を示す。一般に、ワイヤレスデバイス１１
０は、任意の個数の無線技術と任意の個数の周波数帯域とに関する通信をサポートするた
めに、任意の個数の送信器と、任意の個数の受信器と、任意の個数のアンテナとを含むこ
とができる。
【００１６】
　[0025]受信器または送信器は、スーパーヘテロダイン・アーキテクチャまたはダイレク
トコンバージョン・アーキテクチャを用いて実施され得る。スーパーヘテロダイン・アー
キテクチャでは、信号は、ＲＦとベースバンドとの間で複数のステージで、たとえば受信
器に関して、あるステージでＲＦから中間周波数（ＩＦ）へ、次いで別のステージでＩＦ
からベースバンドへ、周波数変換される。ゼロＩＦ（ＺＩＦ）アーキテクチャとも呼ばれ
るダイレクトコンバージョン・アーキテクチャでは、信号は、１つのステージでＲＦとベ
ースバンドとの間で周波数変換される。スーパーヘテロダイン・アーキテクチャおよびダ
イレクトコンバージョン・アーキテクチャは、異なる回路ブロックを使用し、および／ま
たは異なる要件を有する可能性がある。図２に示された例示的な設計では、受信器２２０
および送信器２５０は、ダイレクトコンバージョン・アーキテクチャを用いて実施される
。本明細書で説明される技法は、ダイレクトコンバージョン・アーキテクチャとスーパー
ヘテロダイン・アーキテクチャとの両方に使用され得る。
【００１７】
　[0026]受信経路では、アンテナ２１０は、基地局および／または他の送信局からダウン
リンク信号を受信し、アンテナ出力信号をアンテナ・インターフェース回路２１２に供給
する。アンテナ・インターフェース回路２１２は、アンテナ出力信号をルーティングし（
およびおそらくはフィルタリングし）、受信されたＲＦ信号（ＲＸｉｎ）を受信器２２０
に供給する。アンテナ・インターフェース回路２１２は、スイッチ、デュプレクサ、ダイ
プレクサ（diplexer）、フィルタ、整合回路などを含むことができる。
【００１８】
　[0027]受信器２２０内では、低雑音増幅器（ＬＮＡ）２２２が、受信されたＲＦ信号を
増幅し、入力ＲＦ信号をダウンコンバータ２２４に供給する。ダウンコンバータ２２４は
、ＬＯジェネレータ２３０からＬＯ信号をも受け取る。ＬＯ信号は、９０度、位相がずれ
ている、同相ＬＯ信号（an inphase LO signal）（ＩＬＯ）と、直角位相ＬＯ信号（a qu
adrature LO signal）（ＱＬＯ）とを備える。ダウンコンバータ２２４は、ＬＯ信号を用
いて入力ＲＦ信号をＲＦからベースバンドにダウンコンバートし、同相（inphase）（Ｉ
）および直角位相（quadrature）（Ｑ）のダウンコンバートされた信号（ＩｄｃおよびＱ
ｄｃ）を供給する。低域フィルタ２２６は、Ｉのダウンコンバートされた信号とＱのダウ
ンコンバートされた信号とをフィルタリングし、Ｉのフィルタリングされた信号とＱのフ
ィルタリングされた信号とを供給する。増幅器２２８は、Ｉのフィルタリングされた信号
とＱのフィルタリングされた信号とを増幅し、Ｉの入力ベースバンド信号とＱの入力ベー
スバンド信号と（ＩｉｎとＱｉｎと）をデータプロセッサ／コントローラ２８０に供給す
る。低域フィルタ２２６は、Ｉのダウンコンバートされた信号用の１つの低域フィルタと
、Ｑのダウンコンバートされた信号用の別の低域フィルタとを含むことができる。同様に
、増幅器２２８は、Ｉのフィルタリングされた信号用の１つの増幅器と、Ｑのフィルタリ
ングされた信号用の別の増幅器とを含むことができる。データプロセッサ２８０内では、
アナログ－ディジタル変換器（ＡＤＣ）２８２が、Ｉの入力ベースバンド信号とＱの入力
ベースバンド信号とをディジタル化し、ＩのサンプルとＱのサンプルとを供給する。デー
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タプロセッサ２８０は、ワイヤレスデバイス１１０に送られたデータを回復するためにＩ
のサンプルとＱのサンプルとをディジタル処理するための他の回路を含む。
【００１９】
　[0028]ＬＯジェネレータ２３０は、ダウンコンバータ２２４のためのＬＯ信号を生成す
る。ＬＯジェネレータ２３０は、１つまたは複数の電圧制御発振器（ＶＣＯ）、ＰＬＬ、
基準発振器、分周器、バッファなどを含むことができる。基準信号ジェネレータ２３２は
、基準周波数において基準信号を生成（a reference signal at a reference frequency
）し、基準信号をデータプロセッサ２８０、ＬＯジェネレータ２３０、および／または他
の回路に供給する。
【００２０】
　[0029]送信経路では、データプロセッサ２８０は、送信されるデータを処理し、Ｉのチ
ップとＱのチップ（chips）とを入手する。ディジタル－アナログ変換器（ＤＡＣ）２８
４が、ＩのチップとＱのチップとをＩの出力ベースバンド信号とＱの出力ベースバンド信
号とに変換し、このＩの出力ベースバンド信号とＱの出力ベースバンド信号とが、送信器
２５０に供給される。送信器２５０内では、変調されたＲＦ信号を入手するために、Ｉの
出力ベースバンド信号およびＱの出力ベースバンド信号が、低域フィルタ２５２によって
フィルタリングされ、増幅器２５４によって増幅され、ＬＯジェネレータ２６０からのＴ
Ｘ　ＬＯ信号に基づいてアップコンバータ２５６によってベースバンドからＲＦにアップ
コンバートされる。電力増幅器（ＰＡ）２５８は、変調されたＲＦ信号を増幅し、適切な
送信電力レベルを有する出力ＲＦ信号を供給する。出力ＲＦ信号は、アンテナ・インター
フェース回路２１２を介してルーティングされ、アンテナ２１０を介して送信される。
【００２１】
　[0030]図２は、受信器２２０および送信器２５０の例示的な設計を示す。送信器および
受信器は、フィルタ、整合回路、その他など、図２に示されていない他の回路をも含むこ
とができる。図２は、１つの受信器２２０と１つの送信器２５０とを含むワイヤレスデバ
イス１１０をも示す。一般に、ワイヤレスデバイスは、任意の個数の周波数帯域と、任意
の個数のアンテナと、任意の個数の無線技術とをサポートするために、任意の個数の受信
器と任意の個数の送信器とを含むことができる。たとえば、ワイヤレスデバイス１１０は
、１０００メガヘルツ（ＭＨｚ）未満の周波数をカバーする低帯域、１０００ＭＨｚから
２３００ＭＨｚまでの周波数をカバーする中帯域、および／または２３００ＭＨｚを超え
る周波数をカバーする高帯域の各々について、１つまたは複数の受信器と１つまたは複数
の送信器とを含むことができる。受信器２２０および送信器２５０のすべてまたは一部が
、１つまたは複数のＲＦ　ＩＣ（ＲＦＩＣ）、アナログ集積回路（ＩＣ）、混合信号ＩＣ
などの上で実施され得る。たとえば、受信器２２０内の回路のすべてが、ＲＦＩＣ上で実
施され得る。
【００２２】
　[0031]データプロセッサ／コントローラ２８０は、ワイヤレスデバイス１１０のための
様々な機能を実行することができる。たとえば、データプロセッサ２８０は、受信器２２
０を介して受信されたデータおよび送信器２５０を介して送信されるデータの処理を実行
することができる。コントローラ２８０は、受信器２２０および送信器２５０内の様々な
回路の動作を制御することができる。メモリ２８６は、データプロセッサ／コントローラ
２８０のためのプログラムコードとデータとを記憶することができる。データプロセッサ
／コントローラ２８０は、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）上および
／または他のＩＣ上で実施され得る。
【００２３】
　[0032]図３は、図２のＬＯジェネレータ２３０または２６０のために使用され得るＬＯ
ジェネレータ３３０のブロック図を示す。ＬＯジェネレータ３３０は、周波数シンセサイ
ザ３４０と、分周器３９０と、バッファ（Buf）３９２ａ～３９２ｄとを含む。周波数シ
ンセサイザ３４０は、ＰＬＬ３５０とＶＣＯ３８０とを含む。周波数シンセサイザ３４０
は、所望の周波数でＶＣＯ信号を生成する。分周器３９０は、ＶＣＯ信号を周波数におい
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て分周し（divides the VCO signal in frequency）、ＬＯ信号を供給する。
【００２４】
　[0033]ＰＬＬ３５０内では、位相－周波数検出器３６２が、基準信号と分周器３６８か
らのフィードバック信号とを受け取り、この２つの信号の位相を比較し、基準信号とフィ
ードバック信号との間の位相差／誤差を示す検出器出力信号を供給する。チャージポンプ
３６４は、検出器出力信号を受け取り、検出された位相誤差に比例する誤差信号を生成す
る。ループフィルタ３６６は、誤差信号をフィルタリングし、ＶＣＯ３８０のための制御
信号を供給する。ＶＣＯ３８０は、制御信号に基づいて決定される周波数を有するＶＣＯ
信号を生成する。ループフィルタ３６６は、フィードバック信号の位相が基準信号の位相
にロックされるように、制御信号を調整する。分周器３６８は、ＮのファクタによってＶ
ＣＯ信号を分周し、フィードバック信号を供給する。分周器ファクタＮは、整数値または
非整数値とされ得る。
【００２５】
　[0034]分周器３９０は、ＶＣＯ信号を周波数において分周し、お互いに関して９０度、
位相がずれている、ＩＬＯｐ信号とＩＬＯｎ信号とＱＬＯｐ信号とＱＬＯｎ信号とを備え
る４つの分周された信号を供給する。バッファ３９２ａ～３９２ｄは、４つの分周された
信号をバッファリングし、９０度、位相がずれている、ＩＬＯ信号とＱＬＯ信号とを備え
るＬＯ信号を供給する。ＩＬＯ信号は、１８０度、位相がずれている、バッファリングさ
れたＩＬＯｐ信号とバッファリングされたＩＬＯｎ信号とを備える差動信号（a differen
tial signal）である。ＱＬＯ信号は、１８０度、位相がずれている、バッファリングさ
れたＱＬＯｐ信号とバッファリングされたＱＬＯｎ信号とを備える差動信号である。一般
に、差動信号は、接尾辞「ｐ」によって表される非反転信号（a non-inverting signal）
と接尾辞「ｎ」によって表される反転信号（an inverting signal）とを備える。ＩＬＯ
信号は、ダウンコンバータ２２４内のミキサ３２４に供給され得る。ＱＬＯ信号は、ダウ
ンコンバータ２２４内のミキサ３２５に供給され得る。
【００２６】
　[0035]図４は、分周器３９０が１／２Ｉ－Ｑ分周器（a divide-by-2 I-Q divider）で
ある場合の、ＶＣＯ信号ならびにＩＬＯｐ信号とＩＬＯｎ信号とＱＬＯｐ信号とＱＬＯｎ
信号とを示す。この場合に、ＩＬＯｐ信号、ＩＬＯｎ信号、ＱＬＯｐ信号、およびＱＬＯ
ｎ信号は、ＶＣＯ信号の半分の周波数である（are at half the frequency of）。さらに
、ＱＬＯｐ信号は、ＩＬＯｐ信号に対して９０度（または、ＶＣＯ信号の１／２サイクル
（half cycle））だけ遅延される。
【００２７】
　[0036]ワイヤレスデバイス１１０は、ダウンリンクとアップリンクとを介してワイヤレ
スシステム内の基地局と通信することができる。ダウンリンク（または順方向リンク）は
基地局からワイヤレスデバイスへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リン
ク）はワイヤレスデバイスから基地局への通信リンクを指す。
【００２８】
　[0037]ワイヤレスデバイス１１０は、ＴＤＤおよび／またはＦＤＤを利用するワイヤレ
スシステムとの通信をサポートすることができる。ＴＤＤについて、ダウンリンクおよび
アップリンクは、同一の周波数を共有し、ダウンリンク送信およびアップリンク送信は、
同一の周波数上で異なる時間期間内に送られ得る。ＦＤＤについて、ダウンリンクおよび
アップリンクは、別々の周波数を割り振られる。ダウンリンク送信は、ある周波数上で送
られ得、アップリンク送信は、別の周波数上で送られ得る。ＴＤＤをサポートするいくつ
かの例示的な無線技術は、ＬＴＥ　ＴＤＤ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、およびＧＳＭを含む。Ｆ
ＤＤをサポートするいくつかの例示的な無線技術は、ＬＴＥ　ＦＤＤ、ＷＣＤＭＡ、およ
びＣＤＭＡ　１Ｘを含む。
【００２９】
　[0038]ＴＤＤを利用するワイヤレスシステムと通信する時に、ワイヤレスデバイス１１
０は、バッテリ電力を節約するために、受信（ＲＸ）時間中にのみ受信器２２０内の回路
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網の電源をオンにし／パワーアップすることができ、非ＲＸ時間中に（during non-RX ti
me）受信器回路網の電源をオフにし／パワーダウンすることができる。ＲＸ時間は、ダウ
ンリンクのために指定された時間期間をカバーすることができ、ワイヤレスデバイス１１
０がダウンリンク信号を受信するのに必要とする時間期間だけをカバーすることができる
。非ＲＸ時間は、ＲＸ時間の一部ではない、すべての残りの時間期間をカバーすることが
できる。たとえば、ワイヤレスデバイス１１０は、ＲＸ時間中にＬＯジェネレータ２３０
の電源をオンにすることができ、非ＲＸ時間中にＬＯジェネレータ２３０の電源をオフに
することができる。したがって、ＬＯジェネレータ２３０は、不連続な形で（in a non-c
ontinuous manner）動作することができる。
【００３０】
　[0039]図３に示されているように、ＬＯジェネレータ２３０は、適切なＲＦ周波数でＶ
ＣＯ信号を生成するための周波数シンセサイザ３４０と、ＬＯ信号を生成するための分周
器３９０とを含むことができる。周波数シンセサイザ３４０は、連続位相を有する基準信
号にロックされ得、したがって、周波数シンセサイザ３４０が継続的に電源をオンとオフ
とにされる可能性がある場合であっても、連続位相を有するＶＣＯ信号を生成することが
できる。しかし、分周器３９０は、可能な状態のセットのうちの１つでパワーアップする
ことができる。たとえば、分周器３９０は、１／２分周器（a divide-by-2 divider）と
され得、電源をオンにされる時に、状態「０」または「１」のいずれかで任意にウェイク
アップすることができる。分周器３９０の状態は、分周器３９０がウェイクアップする時
に、着信ＶＣＯ信号のどのエッジ（たとえば、立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジ
）が分周器３９０をトリガするのかに依存する。一般に、分周器のウェイクアップ信号は
、バッテリ電力を節約し、分周器の複雑さを減らすために、ＶＣＯ信号にタイミングを合
わされず、これに同期化されない（is not timed or synchronized with）。１／２分周
器が、あるＶＣＯエッジ（または１サイクル）を逃す場合には、１／２分周器出力の絶対
位相は、１８０度だけシフトされる。分周器３９０は、状態「０」でウェイクアップする
場合に、第１の位相を有するＩＬＯ信号とＱＬＯ信号とを生成することができ、状態「１
」でウェイクアップする場合に、第２の位相を有するＩＬＯ信号とＱＬＯ信号とを生成す
ることができる。ＩＬＯ信号およびＱＬＯ信号は、その場合、不連続な位相（non-contin
uous phase）を有する可能性があり、これは、望ましくないか許容できないものであるこ
とがある。
【００３１】
　[0040]図５は、パワーアップされる時に異なる状態でウェイクアップする分周器に起因
して不連続な位相を有するＬＯ信号を示す。連続位相を有する基準信号が、図５の最上部
に示され、これは、常に電源をオンにされ得る図２の基準信号ジェネレータ２３２によっ
て生成され得る。連続ＶＣＯ信号（non-continuous VCO signal）は、常に電源をオンに
される第１の周波数シンセサイザによって生成され得る。不連続ＶＣＯ信号は、周期的に
電源をオンとオフとにされる第２の周波数シンセサイザによって生成され得る。不連続Ｖ
ＣＯ信号は、第２の周波数シンセサイザが、連続位相を有する基準信号にロックされる時
に、連続位相を有することができる。
【００３２】
　[0041]連続ＬＯ信号は、連続ＶＣＯ信号を分周すること（dividing）によって生成され
得、連続位相を有することができる。不連続ＬＯ信号（non-continuous LO signal）は、
不連続ＶＣＯ信号を周波数において分周する分周器によって生成され得る。この分周器は
、時刻Ｔ１において電源をオフにされる前に第１の状態（たとえば、状態「０」）で動作
することができ、時刻Ｔ２において電源をオンにされた後に第２の状態（たとえば、状態
「１」）で動作することができる。分周器の異なる状態は、ＩＬＯ信号とＱＬＯ信号との
異なるＩ－Ｑ関係に関連付けられ得る。不連続ＬＯ信号は、その場合、分周器が時刻Ｔ２
において異なる状態であることに起因して、時刻Ｔ２において位相不連続性を有する可能
性がある。具体的には、不連続ＬＯ信号は、時刻Ｔ１の前に第１の位相を、時刻Ｔ２の後
に第２の位相を有する可能性があり、第２の位相は、第１の位相とは異なる。
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【００３３】
　[0042]図２のダウンコンバータ２２４に供給されるＬＯ信号は、ＲＦ信号を適切にダウ
ンコンバートするために、経時的に連続位相を有しなければならない（すなわち、位相不
連続性（phase discontinuity）を有してはならない）。位相連続性は、常に周波数シン
セサイザと分周器とを電源をオンにすることによって達成され得る。しかしながら、ＬＯ
信号の位相連続性を維持するだけのために、周波数シンセサイザおよび分周器が、アップ
リンク・サブフレーム中のデータ受信に必要ではない時であっても、重要なバッテリ電力
が、周波数シンセサイザと分周器とを電源をオンにするために浪費される可能性がある。
【００３４】
　[0043]本開示の一態様では、連続位相を有するＬＯ信号が、ＰＬＬフィードバックルー
プの一部として分周器（ダウンコンバータまたはアップコンバータのためにＬＯ信号を生
成する）を使用することによって、生成され得る。この分周器は、たとえば図３に示され
た、お互いに直角位相である（in quadrature）４つの分周された信号を生成する１／２
Ｉ－Ｑ分周器（a divide-by-two I-Q divider）とされ得る。この分周器は、異なる位相
の複数の分周された信号を生成する、他の分周器比率（divider ratio）を有するＩ－Ｑ
分周器ともされ得る。
【００３５】
　[0044]本明細書で説明される技法は、周波数シンセサイザおよび分周器が、これらの回
路がバッテリ電力を節約するために周期的に電源をオンとオフとにされる時であっても連
続位相を有するＬＯ信号を生成することを可能にすることができる。これらの技法は、受
信器のためのＬＯジェネレータならびに送信器のためのＬＯジェネレータに使用され得る
。明瞭さのために、これらの技法の様々な詳細が、下記で、図２の受信器２２０のための
ＬＯジェネレータ２３０について説明される。
【００３６】
　[0045]図６Ａは、ＬＯジェネレータ６３０が周期的に電源をオンとオフとにされる時で
あっても連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータ６３０の例示的な設計
のブロック図を示す。ＬＯジェネレータ６３０は、図２のＬＯジェネレータ２３０または
２６０に使用され得る。ＬＯジェネレータ６３０は、それぞれ図３の周波数シンセサイザ
３４０と分周器３９０とバッファ３９２ａ～３９２ｄとに類似する形で結合された、周波
数シンセサイザ６４０と、分周器６９０と、バッファ６９２ａ～６９２ｄとを含む。周波
数シンセサイザ６４０は、図３のＰＬＬ３５０とＶＣＯ３８０とに類似する形で結合され
た、ＰＬＬ６５０とＶＣＯ６８０とを含む。
【００３７】
　[0046]図６に示された例示的な設計では、ＰＬＬ６５０は、それぞれ図３の位相－周波
数検出器３６２とチャージポンプ３６４とループフィルタ３６６と分周器３６８とに類似
する形で結合された、位相－周波数検出器６６２と、チャージポンプ６６４と、ループフ
ィルタ６６６と、分周器６６８とを含む。分周器６９０は、ＶＣＯ６８０からのＶＣＯ信
号をＭのファクタによって分周し、ここで、Ｍは、２、３、４、または何らかの他の値と
され得る。分周器６９０は、お互いに関して９０度、位相がずれている、ＩＬＯｐ信号と
ＩＬＯｎ信号とＱＬＯｐ信号とＱＬＯｎ信号とを備える４つの分周された信号を供給する
。バッファ６９２ａ～６９２ｄは、４つの分周された信号をバッファリングし、たとえば
図４に示されているように、既知の位相関係を有するＩＬＯ信号とＱＬＯ信号とを供給す
る。バッファ６９４は、選択された分周された信号を分周器６９０から受け取り、選択さ
れた分周された信号をバッファリングし、バッファリングされた分周された信号を分周器
６６８に供給する。選択された分周された信号は、図６Ａに示されているＩＬＯｐ信号、
または分周器６９０によって供給される何らかの他の分周された信号とされ得る。バッフ
ァ６９４などのダミーバッファは、分周器がＩＬＯｐ信号、ＩＬＯｎ信号、ＱＬＯｐ信号
、およびＱＬＯｎ信号に関して類似する負荷を有するように、ＩＬＯｎ信号、ＱＬＯｐ信
号、およびＱＬＯｎ信号の信号経路内に配置され得る。
【００３８】
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　[0047]分周器６９０は、ＰＬＬ６５０の外部に配置され、ＬＯ分周器と呼ばれる場合も
ある。分周器６６８は、ＰＬＬ６５０の一部であり、プログラム可能ＰＬＬ分周器（また
はＮ分周器）と呼ばれる場合もある。ＰＬＬ分周器６６８は、整数－Ｎ分周器（an integ
er-N divider）または分数－Ｎ分周器（a fractional-N divider）とされ得る。ＰＬＬ分
周器６６８は、デュアルモジュラス・プリスケーラまたはマルチモジュラス・プリスケー
ラ（a dual-modulus or multi-modulus prescaler）と、プリスケーラの分周器比率を制
御するためにモード制御信号を生成することができる周波数カウンタとを備えることがで
きる。ＰＬＬ分周器６６８は、Ｉ／Ｑ入力またはＩ／Ｑ出力を必要としない可能性がある
。ＰＬＬ分周器６６８は、通常、ＶＣＯから単一の位相出力を受け取り、通常はシングル
エンデッド（single ended）とされ得る位相－周波数検出器用の単一の出力信号を生成す
ることができる。図６Ａに示された例示的な設計では、分周器６６８と６９０との両方が
、ＰＬＬ６５０のフィードバックループ内に配置される。ＰＬＬ６５０は、ＰＬＬ分周器
６６８からのフィードバック信号の位相が基準信号の位相にロックされるように、ＶＣＯ
６８０の制御信号を生成する。ＬＯ分周器６９０からのＩＬＯｐ信号が、ＰＬＬ分周器６
６８に供給されるので、ＰＬＬ６５０は、ＩＬＯｐ信号の位相が基準信号の位相にロック
されるような制御信号を生成する。ＩＬＯｐ信号は、その場合、ＰＬＬ６５０が基準信号
の連続位相に対してＩＬＯｐ信号の位相をロックすることに起因して、連続位相を有する
はずである（ＬＯジェネレータ６３０が周期的に電源をオンとオフとにされる場合であっ
ても）。ＰＬＬ６５０が、最終的に基準信号にロックするので、ＰＬＬ分周器６６８また
はＬＯ分周器６９０の初期ウェイクアップ状態は、問題ではない可能性がある。所与の分
周器が望まれない状態でウェイクアップする場合には、ＰＬＬ６５０が基準信号の位相に
落ち着くにはより長い時間がかかり得る。
【００３９】
　[0048]一般に、ＬＯ信号を生成するのに使用される分周器は、任意の個数の可能な状態
を有することができ、任意の個数の分周された信号を生成することができる。たとえば、
分周器は、図６Ａに示されているように、お互いと直角位相である４つの分周された信号
を生成する１／２Ｉ－Ｑ分周器（a divide-by-two I-Q divider）とされ得る。分周器は
、異なる位相を有する複数の分周された信号を生成する、他の分周器比率を有するＩ－Ｑ
分周器ともされ得る。どの場合でも、１つの分周された信号が、分周器によって出力され
る複数の分周された信号の中から選択され得る。選択された分周された信号は、ＰＬＬに
フィードバックされ、連続位相を有する基準信号にロックされ得る。選択された分周され
た信号は、その場合、連続位相を有するはずである。他の分周された信号は、それぞれ、
分周器の設計に起因して、選択された分周された信号の位相に対して既知の位相を有する
はずである。
【００４０】
　[0049]図６Ｂは、ＬＯジェネレータ６３２が周期的に電源をオンとオフとにされる時で
あっても連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータ６３２の例示的な設計
のブロック図を示す。ＬＯジェネレータ６３２は、図２のＬＯジェネレータ２３０または
２６０にも使用され得る。ＬＯジェネレータ６３２は、上記で図６Ａに関して説明された
ように結合される、周波数シンセサイザ６４２と、分周器６９０と、バッファ６９２ａ～
６９２ｄおよび６９４とを含む。周波数シンセサイザ６４２は、ＰＬＬ６５２とＶＣＯ６
８０と分周器６７０とを含む。ＰＬＬ６５２およびＶＣＯ６８０は、図３のＰＬＬ３５０
とＶＣＯ３８０とに類似する形で結合される。
【００４１】
　[0050]図６Ｂに示された例示的な設計では、ＰＬＬ６５２は、上記で図６Ａに関して説
明されたように結合される、位相－周波数検出器６６２と、チャージポンプ６６４と、ル
ープフィルタ６６６と、分周器６６８とを含む。ＰＬＬ６５２は、マルチプレクサ（Mux
）６７２をさらに含む。分周器６７０は、ＶＣＯ６８０からＶＣＯ信号を受け取り、ＶＣ
Ｏ信号をＬのファクタによって周波数において分周し、第１の分周された信号をマルチプ
レクサ６７２の第１の入力に供給する。Ｌは、２、３、４、または何らかの他の値と等し
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いものとされ得る。バッファ６９４は、選択された分周された信号（たとえば、ＩＬＯｐ
信号）を分周器６９０から受け取り、バッファリングし、第２の分周された信号をマルチ
プレクサ６７２の第２の入力に供給する。マルチプレクサ６７２は、モード制御信号に基
づいて、第１の分周された信号または第２の分周された信号を分周器６６８に供給する。
【００４２】
　[0051]一つの設計では、ＬＯジェネレータ６３２は、連続モードまたは不連続モードの
いずれかで動作することができ、これは、モード制御信号によって示され得る。連続モー
ドでは、ＶＣＯ信号は、分周器６７０によって分周され、マルチプレクサ６７２を介して
ルーティングされ、分周器６６８に供給され得る。分周器６７０は、単一の分周された信
号を供給し、ＰＬＬ分周器６６８の周波数動作範囲要件（frequency operation range re
quirement）を緩和することができる。分周器６７０は、分周器６６８がＶＣＯ周波数で
直接に動作できる時には、バイパスされ得る。バッファ６９４は、連続モードでは電源を
オフにされ得る。分周器６９０は、連続モードでは、ダウンコンバータのためのＬＯ信号
を供給するために、電源をオンにされ得る。不連続モードでは、バッファ６９４からのＩ
ＬＯｐ信号が、マルチプレクサ６７２を介してルーティングされ、分周器６６８に供給さ
れ得る。ＰＬＬ６５２のフィードバックループ内でのＩＬＯｐ信号の使用は、ＬＯジェネ
レータ６３２が周期的に電源をオンとオフとにされ得る場合であっても、ＬＯジェネレー
タ６３２が連続位相を有するＩＬＯｐ信号を生成することを可能にすることができる。分
周器６７０は、不連続モードでは電源をオフにされ得る。連続モードは、ＬＯジェネレー
タ６３２が連続的に電源をオンにされる時、または連続位相を有するＬＯ信号が必要では
ない時に、使用のために選択され得る。不連続モードは、連続位相が要求され、ＬＯジェ
ネレータ６３２が周期的に電源をオンとオフとにされる時に、使用のために選択され得る
。
【００４３】
　[0052]一つの設計では、ＶＣＯ６８０は、マルチ帯域応用および／またはマルチモード
応用のために複数のＬＯ分周器を駆動することができる。複数のＬＯ分周器は、ＬＯ分周
器６９０と、図６Ｂには示されていない少なくとも１つの追加のＬＯ分周器とを含むこと
ができる。複数のＬＯ分周器は、物理的に分離され得、および／または異なる分周器比率
を有することができる。ＬＯ分周器、ＬＮＡ、およびミキサが、帯域ごとに物理的に分離
され得るので、異なるＬＯ分周器出力をＰＬＬにフィードバックするのではなく、（図６
Ｂの分周器６７０に対応することができる）ＰＬＬそれ自体のための共通の分周器を有す
ることが、有利である可能性がある。ＶＣＯ６８０からの共通のロックされたＶＣＯ信号
が、連続モードでは、マルチ帯域応用および／またはマルチモード応用において、異なる
ＬＯ分周器にルーティングされ得る。
【００４４】
　[0053]図６Ｃは、ＬＯジェネレータ６３４が周期的に電源をオンとオフとにされる時で
あっても連続位相を有するＬＯ信号を生成できるＬＯジェネレータ６３４の例示的な設計
のブロック図を示す。ＬＯジェネレータ６３４は、図２のＬＯジェネレータ２３０または
２６０にも使用され得る。ＬＯジェネレータ６３４は、上記で図６Ａに関して説明された
ように結合される、周波数シンセサイザ６４４と、分周器６９０と、バッファ６９２ａ～
６９２ｄおよび６９４とを含む。周波数シンセサイザ６４４は、ＰＬＬ６５４とＶＣＯ６
８０と分周器６７４とを含む。ＰＬＬ６４４およびＶＣＯ６８０は、図３のＰＬＬ３５０
とＶＣＯ３８０とに類似する形で結合される。
【００４５】
　[0054]図６Ｃに示された例示的な設計では、ＰＬＬ６５４は、上記で図６Ａに関して説
明されたように結合される、位相－周波数検出器６６２と、チャージポンプ６６４と、ル
ープフィルタ６６６とを含む。ＰＬＬ６５４は、マルチプレクサ６７８をさらに含む。分
周器６７４は、ＶＣＯ６８０からＶＣＯ信号を受け取り、ＶＣＯ信号をＫのファクタによ
って周波数において分周し、第１の分周された信号をマルチプレクサ６７８の第１の入力
に供給する。Ｋは、任意の整数値または非整数値とされ得る。分周器６７６は、選択され
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た分周された信号をバッファ６９４から受け取り、選択された分周された信号をＱのファ
クタによって分周し、第２の分周された信号をマルチプレクサ６７８の第２の入力に供給
する。マルチプレクサ６７８は、モード制御信号に基づいて、第１の分周された信号また
は第２の分周された信号を位相－周波数検出器６６２に供給する。
【００４６】
　[0055]一つの設計では、ＬＯジェネレータ６３４は、連続モードまたは不連続モードの
いずれかで動作することができ、これは、モード制御信号によって示され得る。連続モー
ドでは、ＶＣＯ信号は、分周器６７４によって分周され、マルチプレクサ６７２を介して
ルーティングされ、位相－周波数検出器６６２に供給され得る。分周器６７６およびバッ
ファ６９４は、連続モードでは電源をオフにされ得る。不連続モードでは、バッファ６９
４からのＩＬＯｐ信号は、分周器６７６によって周波数において分周され、マルチプレク
サ６７８を介してルーティングされ、位相－周波数検出器６６２に供給され得る。ＰＬＬ
６５４のフィードバックループ内でのＩＬＯｐ信号の使用は、ＬＯジェネレータ６３４が
周期的に電源をオンとオフとにされる時であっても、ＬＯジェネレータ６３４が連続位相
を有するＩＬＯｐ信号を生成することを可能にすることができる。分周器６７４は、不連
続モードでは電源をオフにされ得る。
【００４７】
　[0056]図６Ｃに示された設計では、別々の分周器６７４および６７６が、連続モードと
不連続モードとのために使用される。分周器６７４は、ＶＣＯ６８０から分周器６７４ま
でのＶＣＯ信号のルーティングトレース（routing traces）を短縮するためにＶＣＯ６８
０の近くに配置され得、これは、電力散逸（power dissipation）を減らし、性能を改善
することができる。分周器６７６は、分周器６９０およびバッファ６９４から分周器６７
６までのＩＬＯｐ信号のルーティングトレースを短縮するために分周器６９０の近くに配
置され得る。
【００４８】
　[0057]図６Ａ～図６Ｃは、分周された信号の連続位相を保証するために、ＬＯ分周器か
らの分周された信号がＰＬＬのフィードバックループ内で使用される、ＬＯジェネレータ
の３つの例示的な設計を示す。連続位相を有するＬＯ信号を生成することができるＬＯジ
ェネレータは、他の形でも実施され得る。たとえば、ＶＣＯは、電流制御発振器（a curr
ent controlled oscillator）（ＩＣＯ）その他など、何らかの他のタイプの発振器で置
換され得る。ＰＬＬも、他の形で実施され得、ＰＬＬは、図６Ａ～図６Ｃに示されていな
い異なる回路および／または追加の回路を含むことができる。
【００４９】
　[0058]図７は、図３の分周器３９０または図６Ａ～図６Ｃの分周器６９０に使用され得
る１／２ Ｉ－Ｑ分周器（a divide-by-two I-Q divider）７９０の例示的な設計の概略図
を示す。分周器７９０は、交差結合された（cross-coupled）２つのＤフリップフロップ
７９６と７９８とを含む。フリップフロップ７９６は、それのＱ出力がフリップフロップ
７９８のＤ入力に結合されている。フリップフロップ７９８は、それの
【数１】

【００５０】
出力がフリップフロップ７９６のＤ入力に結合されている。インバータ７９２は、ＶＣＯ
信号を受け取るそれの入力を有し、それの出力がフリップフロップ７９６のクロック入力
に結合されている。インバータ７９４は、それの入力がインバータ７９２の出力に結合さ
れ、それの出力がフリップフロップ７９８のクロック入力に結合されている。フリップフ
ロップ７９６は、それぞれ、それのＱ出力とＱ－出力とからＩＬＯｐ信号とＩＬＯｎ信号
とを供給する。フリップフロップ７９８は、それぞれ、それのＱ出力とＱ－出力とからＱ
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ＬＯｐ信号とＱＬＯｎ信号とを供給する。
【００５１】
　[0059]フリップフロップ７９６および７９８は、インバータ７９４に起因して、ＶＣＯ
信号の立ち下がりエッジと立ち上がりエッジとによってクロックされる（clocked）。し
たがって、フリップフロップ７９８のＱ出力およびＱ－出力は、フリップフロップ７９６
のＱ出力およびＱ－出力の後に１／２ＶＣＯ信号サイクル推移する（transition one hal
f VCO signal cycle after）。
【００５２】
　[0060]フリップフロップ７９６が、電源をオンにされる時に、Ｑ出力は、当初は、フリ
ップフロップ７９６が状態「０」または「１」のどちらでウェイクアップするのかに依存
して、論理ハイ（a logic high）または論理ロウ（a logic low）を提供することができ
る。フリップフロップ７９８は、１／２のＶＣＯ信号サイクル後に（one half VCO signa
l cycle later）、フリップフロップ７９６のＱ出力上の論理値をクロックし（clock）、
それのＱ出力においてクロックされた論理値を供給する。したがって、フリップフロップ
７９８のＱ出力からのＱＬＯｐ信号は、フリップフロップ７９６のＱ出力からのＩＬＯｐ
信号の遅延されたバージョンである。フリップフロップ７９６は、次のＶＣＯ信号サイク
ルにおいて、フリップフロップ７９８のＱ－出力（またはフリップフロップ７９６のＱ－

出力）上の論理値をクロックする。したがって、フリップフロップ７９６は、２による分
周（divide by two）を実施するために、交番する（alternating）ＶＣＯ信号サイクル上
の論理ハイと論理ロウとの間でトグルする（toggle）。
【００５３】
　[0061]図７は、ＬＯ信号に関する異なる位相の複数の分周された信号を生成するのに使
用され得るＩ－Ｑ分周器の例示的な設計を示す。異なる位相の複数の分周された信号を生
成する分周器は、他の回路を用いて他の形でも実施される。
【００５４】
　[0062]連続位相を有するＬＯ信号を生成するための、本明細書で説明される技法は、Ｔ
ＤＤを利用する様々なワイヤレスシステムと通信するワイヤレスデバイスに使用され得る
。たとえば、これらの技法は、ＬＴＥ　ＴＤＤシステム、ＴＤ－ＳＣＤＭＡシステムなど
においてワイヤレスデバイスに使用され得る。異なるワイヤレスシステムは、ＴＤＤをサ
ポートするために異なるフレーム構造を利用することができる。
【００５５】
　[0063]図８Ａは、ＴＤ－ＳＣＤＭＡのための例示的なフレーム構造８００を示す。送信
タイムライン（transmission time line）は、フレームに区分され、各フレームは、シス
テムフレーム番号（ＳＦＮ）によって識別される。各フレームは、１０ミリ秒（ｍｓ）の
持続時間（a duration）を有し、２つのサブフレーム１と２とに区分される。各サブフレ
ームは、５ｍｓの持続時間を有し、７つのタイムスロット０～６と、ダウンリンク・パイ
ロット・タイムスロット（a Downlink Pilot Time Slot）（ＤｗＰＴＳ）と、アップリン
ク・パイロット・タイムスロット（an Uplink Pilot Time Slot）（ＵｐＰＴＳ）と、ガ
ード期間（a guard period）（ＧＰ）とに区分される。ＤｗＰＴＳ、ガード期間、および
ＵｐＰＴＳは、タイムスロット０の後に配置される。タイムスロット０は、ダウンリンク
のために使用され、タイムスロット１は、アップリンクのために使用され、タイムスロッ
ト２～６は、それぞれ、スイッチポイント（ｓｗｉｔｃｈ　ｐｏｉｎｔ）によって決定さ
れるように、ダウンリンクおよび／またはアップリンクのために使用され得る。各タイム
スロットは、６７５マイクロ秒（μｓ（または８６４チップ））の持続時間を有する。Ｄ
ｗＰＴＳは、７５μｓ（または９６チップ）の持続時間を有し、ＵｐＰＴＳは、１２５μ
ｓ（または１６０チップ）の持続時間を有する。ガード期間は、ＤｗＰＴＳとＵｐＰＴＳ
との間に配置され、７５μｓ（または９６チップ）の持続時間を有する。
【００５６】
　[0064]ＴＤ－ＳＣＤＭＡについて、各タイムスロットは、第１のデータ部分と、ミッド
アンブルと、第２のデータ部分と、ガード期間とを含む。各データ部分は、２７５μｓ（
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または３５２チップ）の持続時間を有し、ミッドアンブルは、１１２．５μｓ（または１
４４チップ）の持続時間を有する。ガード期間は、タイムスロットの終りに配置され、１
２．５μｓ（または１６チップ）の持続時間を有する。各タイムスロットは、データ送信
のために１つまたは複数のユーザに割り当てられ得る。
【００５７】
　[0065]図８Ｂは、ＬＴＥ　ＴＤＤのための例示的なフレーム構造８５０を示す。送信タ
イムラインは、無線フレームのユニットに区分され、各無線フレームは、１０ｍｓの持続
時間を有する。各無線フレームは、０～９のインデックスを有する１０個のサブフレーム
に区分される。ＬＴＥは、ＴＤＤについて、複数のアップリンク－ダウンリンク構成をサ
ポートする。すべてのアップリンク－ダウンリンク構成について、サブフレーム０および
５はダウンリンクのために使用され、サブフレーム２はアップリンクのために使用される
。サブフレーム３、４、７、８、および９は、それぞれ、アップリンク－ダウンリンク構
成に依存して、ダウンリンクまたはアップリンクのために使用され得る。サブフレーム１
は、ＤｗＰＴＳとガード期間（ＧＰ）とＵｐＰＴＳとからなる３つの特別なフィールドを
含む。サブフレーム６は、アップリンク－ダウンリンク構成に依存して、ＤｗＰＴＳだけ
、３つの特別なフィールドのすべて、またはダウンリンク・サブフレームを含むことがで
きる。ＤｗＰＴＳ、ガード期間、およびＵｐＰＴＳは、異なるサブフレーム構成について
異なる持続時間を有することができる。ＤｗＰＴＳは、２１４μｓと８５７μｓとの間の
持続時間を有することができる。ＵｐＰＴＳは、７１μｓと１４２μｓとの間の持続時間
を有することができる。ガード期間は、７１μｓと７１４μｓとの間の持続時間を有する
ことができる。
【００５８】
　[0066]図８Ａおよび図８Ｂに示されているように、ＴＤ－ＳＣＤＭＡシステムおよびＬ
ＴＥ　ＴＤＤシステムは、ダウンリンク・タイムスロットとアップリンク・タイムスロッ
トとの間の高速の切替 （fast switching）を有する。たとえば、図８Ａに示されたＴＤ
－ＳＣＤＭＡシステムのサブフレーム内では、ダウンリンクからアップリンクへの推移が
、タイムスロット０の後に７５μｓのガード期間内に発生し、アップリンクからダウンリ
ンクへの推移が、あるタイムスロットの終りにおいて１２．５μｓのガード期間内に発生
する。
【００５９】
　[0067]一般に、ＴＤＤシステムでは、いくつかのサブフレームが、ダウンリンクのため
に使用され得、ダウンリンク・サブフレームと呼ばれ得る。残りのサブフレームは、アッ
プリンクのために使用され得、アップリンク・サブフレームと呼ばれ得る。ワイヤレスデ
バイス１１０は、バッテリ電力を節約するために、アップリンク・サブフレームの間にで
きる限り多数の受信器回路網をディスエーブルすることができる。ワイヤレスデバイス１
１０は、バッテリ電力を節約するために、ダウンリンク・サブフレームの間にできる限り
多数の送信器回路網をディスエーブルすることもできる。
【００６０】
　[0068]図８Ａおよび図８Ｂに示されているように、ＴＤＤを利用するワイヤレスシステ
ムとの通信に関して、受信器は、いくつかのタイムインターバルの間に限ってアクティブ
にされ得、送信器は、いくつかの他のタイムインターバルの間にアクティブにされ得る。
具体的には、受信器は、ＴＤ－ＳＣＤＭＡシステム内でダウンリンク・タイムスロットの
間にまたはＬＴＥ　ＴＤＤシステム内でダウンリンク・サブフレームの間にアクティブに
され得る。送信器は、ＴＤ－ＳＣＤＭＡシステム内でアップリンク・タイムスロットの間
にまたはＬＴＥ　ＴＤＤシステム内でアップリンク・サブフレームの間にアクティブにさ
れ得る。バッテリ電力を節約し、おそらくは性能を改善するために、ＬＯジェネレータ２
３０は、受信器がアクティブである時に限ってイネーブルされ得、他の時にディスエーブ
ルされ得る。
【００６１】
　[0069]図９は、ＴＤ－ＳＣＤＭＡに関して図２のワイヤレスデバイス１１０内のＲＸ　
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ＬＯジェネレータ２３０とＴＸ　ＬＯジェネレータ２６０とを電源をオンにし、オフにす
るための例示的なタイムライン９００を示す。アップリンク上でのデータ送信に関して、
ＴＸ　ＬＯジェネレータ２６０は、（ｉ）時刻Ｔ１におけるＤｗＰＴＳのスタートにおい
てイネーブルされ、（ｉｉ）時刻Ｔ４おにけるアップリンクのためのタイムスロット１の
終りにおいてディスエーブルされる。送信器２５０は、（ｉ）時刻Ｔ２におけるタイムス
ロット１のスタートの前においてイネーブルされ、（ｉｉ）時刻Ｔ４におけるアップリン
クのためのタイムスロット１の終りにおいてディスエーブルされる。
【００６２】
　[0070]ダウンリンク上でのデータ受信に関して、ＲＸ　ＬＯジェネレータ２３０は、（
ｉ）時刻Ｔ１におけるダウリンクのためのタイムスロット０の終りにおいてディスエーブ
ルされ、（ｉｉ）時刻Ｔ３におけるダウンリンクのためのタイムスロット２のスタートの
前においてイネーブルされる。ＲＸ　ＬＯジェネレータ２３０は、時刻Ｔ３において開始
して基準信号にロックすることを試み、時刻Ｔ４においてロックを達成する。受信器２２
０は、（ｉ）時刻Ｔ１におけるダウンリンクのためのタイムスロット０の終りにおいてデ
ィスエーブルされ、（ｉ）時刻Ｔ４におけるダウンリンクのためのタイムスロット２のス
タートの前においてイネーブルされる。
【００６３】
　[0071]図９に示されているように、ＲＸ　ＬＯジェネレータ２３０は、データ受信のた
めのＬＯ信号を生成するために、ダウンリンク・サブフレームの間に電源をオンにされ得
る。ＲＸ　ＬＯジェネレータ２３０は、アップリンク・サブフレームの間に電源をオフに
され得る。
【００６４】
　[0072]例示的な設計では、装置（たとえば、ワイヤレスデバイス、ＩＣ、回路モジュー
ルなど）は、発振器と分周器とＰＬＬとを含むことができる。発振器（たとえば、図６Ａ
～図６ＣのＶＣＯ６８０）は、制御信号を受け取り、制御信号によって決定される周波数
を有する発振器信号（たとえば、ＶＣＯ信号）を供給することができる。分周器（たとえ
ば、分周器６９０）は、発振器信号を受け取り、異なる位相の複数の分周された信号を生
成することができる。ＰＬＬ（たとえば、図６Ａ、図６Ｂ、または図６ＣのＰＬＬ６５０
、６５２、または６５４）は、基準信号と、複数の分周された信号の中の選択された分周
された信号とを受け取ることができ、発振器のための制御信号を生成することができる。
装置は、さらに、複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて生成されたＬ
Ｏ信号を用いて入力ＲＦ信号をダウンコンバートすることができるダウンコンバータ（た
とえば、ダウンコンバータ２２４）を備えることができる。
【００６５】
　[0073]例示的な設計では、分周器は、９０度、位相がずれている４つの分周された信号
を備える複数の分周された信号を生成することができる。たとえば、分周器は、９０度、
位相がずれている４つの分周された信号を供給することができる１／２Ｉ－Ｑ分周器（a 
divide-by-two I-Q divider）を備えることができる。ＰＬＬは、４つの分周された信号
の中の選択された分周された信号を受け取ることができる。分周器は、電源をオンにされ
る時に、複数の可能な状態のうちの１つであることができる。分周器の複数の可能な状態
は、分周器が電源をオンにされる時に選択された分周された信号の異なる位相に関連付け
られ得る。ＰＬＬのフィードバックループ内での選択された分周された信号の使用は、分
周器が電源をオンにされる時に分周器の状態にかかわりなく、選択された分周された信号
が連続位相を有することを保証することができる。
【００６６】
　[0074]例示的な設計では、装置は、さらに、発振器信号を受け取り、第２の分周された
信号を生成することができる、第２の分周器（たとえば、図６Ｂの分周器６７０または図
６Ｃの分周器６７４）を備えることができる。ＰＬＬは、分周器からの選択された分周さ
れた信号または第２の分周器からの第２の分周された信号に基づいて、制御信号を生成す
ることができる。
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【００６７】
　[0075]図６Ｃに示された例示的な設計では、ＰＬＬは、マルチプレクサと位相－周波数
検出器とを備えることができる。マルチプレクサ（たとえば、図６Ｃのマルチプレクサ６
７８）は、分周器からの選択された分周された信号と第２の分周器からの第２の分周され
た信号とを受け取ることができ、選択された分周された信号または第２の分周された信号
のいずれかを供給することができる。位相－周波数検出器（たとえば、検出器６６２）は
、基準信号と、マルチプレクサからの選択された分周された信号または第２の分周された
信号とを受け取ることができ、制御信号を生成するのに使用される検出器出力信号を供給
することができる。
【００６８】
　[0076]図６Ｂに示された例示的な設計では、ＰＬＬは、マルチプレクサと第３の分周器
と位相－周波数検出器とを備えることができる。マルチプレクサ（たとえば、図６Ｂのマ
ルチプレクサ６７２）は、分周器からの選択された分周された信号と第２の分周器からの
第２の分周された信号とを受け取ることができ、選択された分周された信号または第２の
分周された信号を供給することができる。第３の分周器（たとえば、分周器６６８）は、
マルチプレクサから選択された分周された信号または第２の分周された信号を受け取るこ
とができ、第３の分周された信号を供給することができる。位相－周波数検出器（たとえ
ば、検出器６６２）は、基準信号と第３の分周された信号とを受け取ることができ、制御
信号を生成するのに使用される検出器出力信号を供給することができる。
【００６９】
　[0077]例示的な設計では、分周器は、（ｉ）ダウンリンク受信のためのタイムインター
バルの前に電源をオンにされ、（ｉｉ）アップリンク送信のためのタイムインターバルの
少なくとも一部の間に電源をオフにされ得る。例示的な設計では、分周器は、不連続ＬＯ
信号を生成するために選択され得、第２の分周器は、連続ＬＯ信号（a continuous LO si
gnal）を生成するために選択され得る。
【００７０】
　[0078]図１０は、ＬＯ信号を生成するためのプロセス１０００の例示的な設計を示す。
制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号が、生成され得る（たとえば、図
６Ａ～図６ＣのＶＣＯ６８０によって）（ブロック１０１２）。発振器信号は、異なる位
相の複数の分周された信号を入手するために、周波数において分周され得る（たとえば、
図６Ａ～図６Ｃの分周器６９０によって）（ブロック１０１４）。制御信号は、基準信号
、ならびに複数の分周された信号の中の選択された分周された信号に基づいて生成され得
る（たとえば、図６Ａ、図６Ｂ、または図６ＣのＰＬＬ６４０、６４２、または６４４に
よって）（ブロック１０１６）。ＬＯ信号は、複数の分周された信号のうちの少なくとも
１つに基づいて生成され得る（ブロック１０１８）。入力ＲＦ信号は、ＬＯ信号を用いて
ダウンコンバートされ得る（ブロック１０２０）。
【００７１】
　[0079]ブロック１０１４の１つの設計では、発振器信号は、９０度、位相がずれている
４つの分周された信号を入手するために、周波数において分周され得る。選択された分周
された信号は、４つの分周された信号のうちの１つとされ得る。
【００７２】
　[0080]１つの設計では、複数の分周された信号を生成するのに使用される分周器は、不
連続に操作され得る。たとえば、分周器は、ダウンリンク受信のためのタイムインターバ
ルの前に電源をオンにされ得、アップリンク送信のためのタイムインターバルの少なくと
も一部の間に電源をオフにされ得る。
【００７３】
　[0081]１つの設計では、第２の分周された信号は、発振器信号に基づいて（たとえば、
分周器６７０または６７４によって）生成され得る。制御信号は、選択された分周された
信号または第２の分周された信号に基づいて生成され得る。図６Ｃに示された１つの設計
では、基準信号と、選択された分周された信号または第２の分周された信号との間の位相
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誤差は、たとえば図６Ｃに示されているように、検出され得る。制御信号は、検出された
位相誤差に基づいて生成され得る。図６Ｂに示された別の設計では、選択された分周され
た信号または第２の分周された信号は、第３の分周された信号を入手するために、周波数
において分周され得る。基準信号と第３の分周された信号との間の位相誤差は、検出され
得る。制御信号は、その場合、検出された位相誤差に基づいて生成され得る。
【００７４】
　[0082]当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術と技法とのいずれを使用しても
表現され得ることを理解するはずである。たとえば、上記の説明全体で参照され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはその任意の組合せによって
表現され得る。
【００７５】
　[0083]当業者は、本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、またはこの両方の組合せとして実施され得ることをさらに了解するはずであ
る。ハードウェアとソフトウェアとのこの交換可能性を明瞭に示すために、様々な例示的
なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、上記では全般的に
それらの機能性に関して説明された。そのような機能性が、ハードウェアまたはソフトウ
ェアのどちらとして実施されるのかは、特定の応用例と、システム全体に課せられる設計
制約とに依存する。当業者は、説明された機能性を、特定の応用例ごとに様々な形で実施
することができるが、そのような実施決定が、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解
釈されてはならない。
【００７６】
　[0084]本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、本明細書で説明される機能を実行するように設計された、汎用プロセッ
サ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバイス
、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポ
ーネント、またはその任意の組合せを用いて実施されまたは実行され得る。汎用プロセッ
サは、マイクロプロセッサとされ得るが、代替案では、プロセッサは、任意の従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械とされ得る。プロセッサ
は、コンピューティングデバイスの組合せとして、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１つもしくは複数のマ
イクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成としても実施され得る。
【００７７】
　[0085]本明細書の開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハ
ードウェアで直接に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、または
この２つの組合せで、実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッ
シュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジ
スタ、ハードディスク（ｄｉｓｋ）、リムーバブルディスク（ｄｉｓｋ）、ＣＤ－ＲＯＭ
、または当技術分野で既知の任意の他の形の記憶媒体内に存在することができる。例示的
な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合される。代替案では、記憶媒体は、プロセッサに一
体とされ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に存在することができる。ＡＳ
ＩＣは、ユーザ端末内に存在することができる。代替案では、プロセッサおよび記憶媒体
は、ユーザ端末内にディスクリートコンポーネントとして存在することができる。
【００７８】
　[0086]１つまたは複数の例示的な設計では、説明される機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはその任意の組合せにおいて実施され得る。ソフトウェア
で実施される場合に、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つまたは複数の命令またはコ
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ードとして記憶されまたは伝送され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場
所へのコンピュータプログラムの転送を容易にするすべての媒体を含む通信媒体と、コン
ピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータまたは専用コンピュー
タによってアクセスされ得る任意の使用可能な媒体とされ得る。限定ではなく例として、
そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもし
くは他の光ディスク（ｄｉｓｋ）ストレージ、磁気ディスク（ｄｉｓｋ）ストレージもし
くは他の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令もしくはデータ構造の形で所望のプロ
グラムコード手段を搬送しまたは記憶するのに使用され得、汎用コンピュータもしくは専
用コンピュータまたは汎用プロセッサもしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る
任意の他の媒体を備えることができる。また、すべての接続は、当然、コンピュータ可読
媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモー
トソースから同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ディジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して送
信される場合に、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤
外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ディス
ク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、本明細書で使用される時に、コンパクト
ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディス
ク（ｄｉｓｃ）、ディジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録
商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含
み、ｄｉｓｋは、通常は磁気的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、レーザーを用いて光学的
にデータを再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲に含まれなければな
らない。
【００７９】
　[0087]本開示の前の説明は、当業者が本開示を作りまたは使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者にたやすく明白になり、本明細書
で定義される包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱せずに、他の変形形態に
適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明される例と設計とに限定されるこ
とを意図されているのではなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴と一貫する
最も広い範囲に従わなければならない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　制御信号を受け取り、前記制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を供
給するように構成された発振器と、
　前記発振器信号を受け取り、異なる位相の複数の分周された信号を生成するように構成
された分周器と、
　基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択された分周された信号とを受け取り、
前記発振器のための前記制御信号を生成するように構成された位相ロックループ（ＰＬＬ
）と
　を備える装置。
［Ｃ２］
　前記分周器によって生成される前記複数の分周された信号は、９０度、位相がずれてい
る４つの分周された信号を備え、前記ＰＬＬは、前記４つの分周された信号の中の前記選
択された分周された信号を受け取るように構成される、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記分周器は、９０度、位相がずれている４つの分周された信号を供給する１／２同相
－直角位相分周器を備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記分周器は、電源をオンにされる時に複数の可能な状態のうちの１つであり、前記分
周器の前記複数の可能な状態は、前記分周器が電源をオンにされる時に前記選択された分
周された信号の異なる位相に関連付けられる、Ｃ１に記載の装置。
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［Ｃ５］
　前記複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて生成される局所発振器（
ＬＯ）信号を用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をダウンコンバートするように構成され
たダウンコンバータ
　をさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記発振器信号を受け取り、第２の分周された信号を生成するように構成された第２の
分周器、ここにおいて、前記ＰＬＬは、前記分周器からの前記選択された分周された信号
または前記第２の分周器からの前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信号を生成
するように構成される、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記ＰＬＬは、
　前記分周器からの前記選択された分周された信号と前記第２の分周器からの前記第２の
分周された信号とを受け取り、前記選択された分周された信号または前記第２の分周され
た信号を供給するように構成されたマルチプレクサと、
　前記基準信号と前記マルチプレクサからの前記選択された分周された信号または前記第
２の分周された信号とを受け取り、前記制御信号を生成するのに使用される検出器出力信
号を供給するように構成された位相－周波数検出器と
　を備える、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記ＰＬＬは、
　前記分周器からの前記選択された分周された信号と前記第２の分周器からの前記第２の
分周された信号とを受け取り、前記選択された分周された信号または前記第２の分周され
た信号を供給するように構成されたマルチプレクサと、
　前記マルチプレクサから前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信
号を受け取り、第３の分周された信号を供給するように構成された第３の分周器と、
　前記基準信号と前記第３の分周された信号とを受け取り、前記制御信号を生成するのに
使用される検出器出力信号を供給するように構成された位相－周波数検出器と
　を備える、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記分周器は、不連続局所発振器（ＬＯ）信号を生成するために選択され、前記第２の
分周器は、連続ＬＯ信号を生成するために選択される、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記分周器は、ダウンリンク受信のためのタイムインターバルの前に電源をオンにされ
、アップリンク送信のためのタイムインターバルの少なくとも一部の間に電源をオフにさ
れる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を生成することと、
　異なる位相の複数の分周された信号を入手するために前記発振器信号を周波数において
分周することと、
　基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択された分周された信号とに基づいて前
記制御信号を生成することと
　を備える方法。
［Ｃ１２］
　前記発振器信号を前記分周することは、９０度、位相がずれている４つの分周された信
号を入手するために前記発振器信号を周波数において分周することを備え、前記選択され
た分周された信号は、前記４つの分周された信号のうちの１つである、Ｃ１１に記載の方
法。
［Ｃ１３］



(21) JP 6437518 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　前記複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて局所発振器（ＬＯ）信号
を生成することと、
　前記ＬＯ信号を用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をダウンコンバートすることと
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記発振器信号に基づいて第２の分周された信号を生成することと、
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を生成することと
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を前記生成することは、
　基準信号と前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号との間の位
相誤差を検出することと、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成することと
　を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を前記生成することは、
　第３の分周された信号を入手するために前記選択された分周された信号または前記第２
の分周された信号を周波数において分周することと、
　基準信号と前記第３の分周された信号との間の位相誤差を検出することと、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成することと
　を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　分周器を用いて前記複数の分周された信号を生成することと、
　ダウンリンク受信のためのタイムインターバルの前に前記分周器の電源をオンにするこ
とと、
　アップリンク送信のためのタイムインターバルの少なくとも一部の間に前記分周器の電
源をオフにすることと
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　制御信号によって決定される周波数を有する発振器信号を生成するための手段と、
　異なる位相の複数の分周された信号を入手するために前記発振器信号を周波数において
分周するための手段と、
　基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択された分周された信号とに基づいて前
記制御信号を生成するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記発振器信号を分周するための前記手段は、９０度、位相がずれている４つの分周さ
れた信号を入手するために前記発振器信号を周波数において分周するための手段を備え、
前記選択された分周された信号は、前記４つの分周された信号のうちの１つである、Ｃ１
８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記複数の分周された信号のうちの少なくとも１つに基づいて局所発振器（ＬＯ）信号
を生成するための手段と、
　前記ＬＯ信号を用いて入力無線周波数（ＲＦ）信号をダウンコンバートするための手段
と
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
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　前記発振器信号に基づいて第２の分周された信号を生成するための手段と、
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を生成するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号の生成するための前記手段は、
　基準信号と前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号との間の位
相誤差を検出するための手段と、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成するための手段と
　を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記選択された分周された信号または前記第２の分周された信号に基づいて前記制御信
号を生成するための前記手段は、
　第３の分周された信号を入手するために前記選択された分周された信号または前記第２
の分周された信号を周波数において分周するための手段と、
　基準信号と前記第３の分周された信号との間の位相誤差を検出するための手段と、
　前記検出された位相誤差に基づいて前記制御信号を生成するための手段と
　を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　ダウンリンク受信のためのタイムインターバルの前に前記発振器信号を分周するための
前記手段の電源をオンにするための手段と、
　アップリンク送信のためのタイムインターバルの少なくとも一部の間に前記発振器信号
を分周するための前記手段の電源をオフにするための手段と
　をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　少なくとも１つのプロセッサに、制御信号によって決定される周波数を有する発振器信
号の生成を指示させるコードと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに、前記発振器信号に基づく異なる位相の複数の分周
された信号の生成を指示させるコードと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに、基準信号と前記複数の分周された信号の中の選択
された分周された信号とに基づく前記制御信号の生成を指示させるコードと
　を備える非一時的コンピュータ可読媒体
　を備えるコンピュータプログラム製品。
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